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要旨：  

環境汚染からの回復プロセスにおいては、立場が異なるス

テークホルダー（例えば、国、自治体、住民、企業等）の参

画を促し、コミュニケーション取りながらステークホルダ

ーを包括した合意形成の重要性が高まっている。 

これらの合意形成プロセスにおいては、ステークホルの参

画だけでなく、手続き的公正、分配的公正、衡平性の確保な

ど多元的な公正の確保の重要性が指摘されているところで

ある。また、近年は、多面的評価 1)、すなわち環境面だけで

なく、社会面や経済面を含めた形で整理した上で、意思決定

を進める方法の開発・実装が進んでいる。例えば、英国にお

ける「最善な実用的選択肢(best practical environmental 
option：BPEO) 2)」や土壌汚染分野で実装が進んでいる

Sustainable Remediation3）などの概念があり、複数の措置

オプションに対して環境、社会、経済の視点から、ステーク

ホルダーの価値観を反映した合意形成のプロセスを提案し

ている。 

これらの考え方においては、選択肢の立案・評価の段階でも

広範なステークホルダーの参画の必要性が指摘されてお

り、ステークホルダーとの対話は、環境回復活動においても

重要なポイントとなる。本発表では、環境汚染や回復プロセ

スにおけるステークホルダーとのコミュニケーションに焦

点を当て、土壌汚染や福島第一原子力発電所の事故からの

環境回復プロセス 4)、休廃止鉱山における住民の意識の変

遷 5)等の研究成果についてケーススタディ的に紹介し、環

境汚染とコミュニケーションのあり方について議論を深め

ることを目的とする。 
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